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安ま上のご縮 


巧ご搜用前じ、この「巧まよのごま愚 J、 「ごを扇とお巧い」 C3、 4ぺージ)をよくお読みの上、正しく 
お巧い <どさい。 

巧ここに示したを唐事頃は、製品を受まじ正し<お使いいたどぎ、衣なたそ>化の人巧への居 f や摸害を 
まおじ巧止するためのをのです。またま忌事項は、盾:害や巧害の大きちと切ちの程度を明示するため 
じ、誤った取り扱し巧すると坐じることヴ想をさりる巧客を、「盾读」「巧告」「を篇」の3つじ区分し 
ています。いすむち安をに関する重愛な巧留ですので、曲す守って<ださし 

也*告：毀った巧り巧いをしたとき、畦用苦ヴ巧 t または重視を貧*5弓!酪巧ガ想定される内容 C 
么注ま：誤った巧。巧いをしたとき、座用ちヴ娜ぎを負ラ弓!おな及び物的巧害のみの発生ヴ想定 
さ： ri る内容。 


絵表示の例 

A 公記ちは、盾お . S 告.を恩を促す巧容ヴあることを宙げるものです。 

回の中じ具な的なま窝巧容（左回の墳さは想空を忌）ヴ描巧れています。 

^ ® 記音は、禁止の行捕でおることを普げるものです。 

リ y 回の中々近语じ具巧的な禁比内容巧图①場合は夕巧飄じ巧巧巧むています。 

巧号は、巧為を強制した。、指示したりする内容を告げるちのです。 

因の中に貝が的なお示内宮（左因の巧きは差し込みプラグをコンセント巧ら巧し、て<だを 
い）ヴ描なれています。 

な友商み I こなったをは、お使いじなる方ヴいつでち見らむるところに化す反芭してくださし、 


A 客告 



♦巧進はしないで < ださい。お理巧がま W かの人は分巧した y. 俊理をしないで < ださい0 
. 思亞.けがの巧因とな D ます。修理はお貫し1上げの販売店、または r 速巧巧」に記 
耽のタイガーの运奇〇のま店、営ち巧にご相殺 < ださい。 


〇 


•差し込みブラフは、巧及び巧の巧は面にほこ〇ヴ巧芭している巧合は、よ<巧いて<だ 
ちい 0 そうしない巧合、义が①原因じなります。 


♦定巧 15Ai^ 上の:3ンたン h を単巧で淀つて < ださし、。 


化①嚴具とお用するとろ歧つンセント班ヴ夏を発巧して発义することヴあります。 



•化じつけたり、氷を巧けたりしないで<ださし、 
シ 3-h • 想否の恐打ヴお〇ます。 


Q 


参字烘だけで犀むだた口、泣巧のまの届 < ところで使打ないで < ださし、。 
やけど.巧巧 ■ けヴをする恐れヴあ〇ます C 


参本化を煩けたり、ゆすったり、すべろせないでくだちし、また、大きくゆすつて持ち運 
ばないでくださし、综ヴ流のでて々けどの巧むガあります。 


薑告 


•里混コードや差し込みブラブガなんだり、コシセン h の差し込みヴゆるいときはを巧し 
ないで<ださい。 mm - シヨー h• 発义の原因じなります。 

0 

♦巧想コードを巧なけたり、汲損したつ、加工した0、無理に曲げたり、引おったり、む 
じった0、たば〇たゥしないで<ださし、また、ちい時)をがせたり、挟み这^だりすると、 
巧お〕ードヴ取おし、火が•思巧の原因となります。 


♦巧流100 Vl^ 外では、使巧しなし、で<ださし、。 

义災-想巧の原因じなります。 


A を意 


〇 

•差し込みブラフを巧<ときは、巧想〕ードを持たすじ胁すを鋪の差し込み了ラブを持つ 
て弓1き技いて < ださい。そ *5 しない場合、想巧クシ 3— K して発义することヴあ〇ぎす。 


•化①ヴ巧るところや、火巧の近<では桂巧しないで<ださし、。 

想巧や活巧①原因じな。ます。 

0 

•培用巧なぺな外は、傳用しないで<ださい。 

理热、黄巧動巧の原因じなります0 

♦不を定なお巧やおに弱いが物の上では、疲巧しないでください。 

义巧の原因とな0ます。 


•不受巧な坦き巧所には西巧なしぶくだちし、。 

転西するとみ巧ヴこぼむやけどの忍れヴおります0 

處 

•淀巧時!^外は、差し込みプラブをコンたン h なら抜いて<ださし、。 

そ *5 しない場を、けヴややけど、巧巧お^ヒじぶる祗お-得逗乂災の原因じなります。 


«を巧中ク使用直巧は再温班に的: n なし、で < ピちい。 

巧温ですのでやけどの原因じなウます0 




















(® 庙巧中や淀用 B 後は A 远巧に 
曲れない 

参高湿ですのでやけどの原因に 
なります0 


















M 水につけち0、水ろ 
巧けたりしない 

•シヨート.おおの 一 


取扱いはていねいに 

♦ちとしたウ、強し、 

衝 なを 班そると、 
巧巧①原因に 
なります。 








おそむヴお。ます。 




巧なベのフツ城口工面を»めないために… 

、 

•おたま、しやをじは描腔取のをのなホ度のをのを淀巧して<だちい。 


•巧なぺの巨監やフ、ソ巧な)工面は、資品衛ま上巧をです。 


♦ごを巧中、居む5ヴでさることヴあ0ます巧、現理物ク人巧には影哲 


ありません。 

♦巧なバヴ変をしたり、巧食したりした場合は、おお<のタイガー製思 
販苑置でおちいホめください。 



<タイ7—ランプ 




タイ 7 —つまみ巧房 スイッチ お 巧） 
■タィ7-^巧時、タィ7-っまみはたットした泣田ヴ己の 
きまだかヴ、タイマーのま正しくはた已いています。 


巧米巧らランフ 


は / u な己ランプ 
r 細 s 7 玄米1 キ- 
巧巧ランフ 
をホランフ 


画 

mmam 
















お米をは巧る 


巧岳の計世巧ツブすウち 
1カップで的0.化 L (巧だ 


s > 



お米を 

巧なベかの 
容器で洗ラ 



I 巧なベで巧米すると< フ、シ 
巧なお扣工面の a つをや巧 
面のへこみなどのち面にな 
か ラま<巧けな<なるこ 
とヴ巧〇ます 。I 


巧なべに移し 、 t 
水加減をする S 

•剧ぇば' は面の巧かかソフで 
1/2。、ンプのをヴゆを巧くとさ 
は、「をヴゆ J の^1/2」の因巧 
まで化を入れます 0 


巧なベを本体に 
せットし、 

ふたをする ♦ 

• 巧なぺをなる<玄ちじ回して 
ぎっち0と它、ン^'します。 

ンターセンブー、'\ 

( か巧の上じ巧ちない V - 
I ,ことを度8して<ピ/パ 

心 


差し込みフラグを 
コンセントに 


巧なぺは化卒じ 


認帯ぶ r。 

細!;請み, 


♦セ，シ h * する巧に、巧なベの巧 
巧持じ本窝や異巧ガついで蔓 j 
いたら、巧いた巧で&を巧も i 

ります?:;，.' 'も；；；づを 

•巧巧がたはをちじないでぐ；! 
だまい i 巧巧ぷたをしてお'^ 
ヴゆを巧<と、&ちこほむ:: 
るおそむヴあ〇ます〇: ’ •リ 




單おつードを待巧すに孤す巧 
節の差し込みブラブを待って 
巧いて<ださい。そ "5 しなし、 
場合、想巧クシ 3— K して発 
义することヴあります C 



















- I 巧量のごはんとかを 
I 巧なベ I ご入れる 


巧なベ I こ入れる ^ 

■ 7 K ①藍は巧屈の針 B カップで針 fit して<だ- 

さい6 

• ごはん1兜 g のの-さあヴ <0の®はをヴゆでを巧 
約1〜2巧巧、五ろヴゆで巧巧招3〜4なろです。 


_ _ を巧ゆ 五ろヴゆ 

ごはれ J の S 1 说呂] 2 如居[如惦 100 s 1 ~ 20 〇 8 
化のちがかフ化カツブ化かヴななヴ 4 々ツプ 


タイ 7 —つまみを「入 J 
じ合わせる ■: 


ぉッ/ 


国 


I ごはん巧劫 キーを巧す ^ 

f ご甘:んを星1 ランプヴお口し、 つづ一巧 \Ui 

"ビ、ビ、"と货ります e \ 

セツ K 完了/ \ 

この巧は、 r おおなら奴 <巧台 J の fl 、9、10 をき照してください。 


タイ7—を使用レて炊く手順 


がご ( 


<r 



ごはわヴ5①タイで一巧をは、しないで<ださい。ごはかヴ巧巧するおそむヴあ *0 ます e 


1 巧!さおガ 0 までの時聞を逆貸して 
■ タイマーつまみを合わせる も翁囊 

• 現を時刻なら巧さおヴロ巧里時刻まで巧時巧 
あるなを巧め、タイマーつまみをその時间の 


巧ぎじ合のだます。 

♦タイ7—ランプヴ点沼し巧す。 

♦畳*はお米の巧巧をちける巧め、長時图①夕 
イ 7— セツ h •はひヴえて <ださし、。 

を米巧国 キーを巧す 

> 1あ骗3旬 ランブガな巧し、タイ7-ランブガ 
じ巧〇ります《 


网えぱ•現在持刻ヴ午を g 時 

•。きおヴ。巧 g 持刻ヴ午前7時 
の巧ち、この周ヴ 10 R 居!なので、タイスーつ 
まみを10の目苗じ合むだます0 




I ♦タ イマーぞ抑時 、タイ 7-つまみはセツ h した化置からなきまだんガ、タイ7—の 
/ なおは正し <はたらいています。 

;巧密中はタイ7—つまみじふむないで<だをい。おつてふ打た巧合はたツ I ■'をちう一おお巧巧らクロ国して<だをい。 
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白米•玄米を炊くま順 


1—3 は r お巧げ巧巧 < 手お (5 〜6ページ) J 巧をおレて <ださし、。 


1 

巧なベ、巧旗ぶた、 

みたをたットする 

■巧なぺぞウるく车巧に◎して r 

きつちりとせ、ジトします0 ( L . J 

ぜ i/K お前が巧なみの！ 
,，か待に';!ま物ヴ。つむて 
いた5、热始が城き巧’, 

C ります。— ’ ；一.、 

..お...よ,‘:•お:が がぶ た••みむ ‘• ••’ がぶ苦ミ::.夕 
— < i . む、、.•お!、-。 <;がぶ.; み'.: VV ,. 产み，三.’ V ザ..； 
，•おみ夕みミが巧もんジぶ;がみ种夕>/; 

、- 1 • 、 

5 

Z 

差し化みフラブを 
コンセン h に差し化む 

r 1 • 1 

'ぶ叩; 'J ぞ喊路皆巧が词 

错鱗舞•譚繁;壞調 

6 

Z 

タイ 7 —つまみを 
「入 J に台わせる 

、.’ .1 ..1 ！ 

7 

Z 

1 炊旗/を米阵一を巧す 

1 : ' 義 

r '.’一 讓 

.燃巧ンプヴ巧口します。 r 畑 

を米を巧く语創ま… ん-炼柳演） j / 

1備 / 就悼-を 2 回挥します。ん鮮 ビ 

•勁£ランプヴ点口します。 … 








•タイ7—巧をする巧さ！ま、7ページ「タイ7—を座巧しての<巧さ」をき照して<どさし、 


欺飯置を箱巧して < ださし、 

•空巧するメ•ニュ ー C よって!!ホ规巧正ヴ異な。ます。 

II ス巧を S (白米- 2カツフまで、玄米’ 2力、ジブまで）よりをくのくと、みきこぼれたりラまく巧け 
ななった0します。 

が加威を確掠して < ださし、 

• 巧<乂ニューじちった巧なベの目盛じさ打だて化加巧をして<ださい。 

•白米の巧き込みごはかは白米の目里に、玄米の巧き这みごはんは玄米の目盟に台りせて<だミい。 

• 巧き込みごはかを巧<巧合は、具を入のすぎなし、で<ださい。 

ラま < 採けないち合ヴあウます。 
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巧お课巧の2〜3巧ろ) 



米 . 1/2で、ソブ t 呈(ごだよラ.はこぺ£> . ほとけのざ. 

ほ . I 公口 すすな•すすしろ•だり•なすな)……の100居 

( 巧0巧 _ ) 

①米は巧つて内なベじ入れ、きヴゆ① S 涅54までがを;\れて' 
を乂ヴを]キーで巧きます〇 

貧 t 寅はをつとゆで、がにさ5して、ヴ巧く巧0、巧ウ< 刻みます。 
風快さ上ヴつだろ、®と苗を入むて、巧 < 孩ぜさ打せます0 

*じ《①ヴ打りじさ巧- / J 他巧などのち巧を入れてをよいでレよク* 



巧巧谋巧的2〜3杯ろ) 


米 . 1/2カップ お’ 

おすさ . 30夏 


か々 



( 巧0方 _ ) 

①あすきは洗って妈じ入む、ヴぶるくろいのがを加え一度巧とう 
ちせてな汁を括てます 0 ちらに、ホ:を如是て巧とラしてヴらお 
义で10夕ほどゆで、あすぎとみ汁を別巧じしてちましておぎま 
す。 

@米は洗って巧なベじ入む、あすきの巧汁をな]え、ま:ヴゆの目® 
K よ。ちかしをめじ7大を沉えてあすきをのせ、 巧5米。ら1 キ~で 
议ちます。 

這)议ぎ上ヴつたら塩をな]そて、度 < 畳ぜを打だます0 


9 




巧0方 


①ちつまいちは巧を¢5いて101角に巧ゥ、ホ:じさろレてヴ5化ち 
をの0ます。 

魯米は巧って巧なぺじ入む、まヴゆ①宜西 W までがを入。て①の 
ちつまい电をのせ、を米なら1キーでのさます。 

® 巧き上ヴっ巧5、席を加えて、居<愛だ合〇せます。 


スーフガゆ鴻 


巧将（巧巧約2〜3粉） 

米 . 1/2乃ツフ 

S 巧(巧切り) . 708 


扣き谢めの。） 
ほ巧スーフ…… 


. 作0方 ■ 


①米は洗つて巧なべに入む、をヴゆの目面乂までがを入のて、< 
だいた因おスーフの巧を入の、よ<をばちのだ麽み。ろ)年一 
でのきます。 

這(巧巧はお巧で2〜3ろゆでておをます。 

曾のま上ヴつたら貧と。ぎを入れ、巧<混ぜちむせます。 


八ムとブ U ンピース①リゾット 


材科谋巧約3〜4巧ろ） 

ホ . 1/2カップ 

玉打ぎ(みじん切 0). 508 

A ム （1 抑巧巧り) . 30呂 

る巧ブ U ンピース . 如 g 

バター . 大さじ1巧 


国型スーフ- 

卵 . 

巧チース’…… 
度•こしよラ 


. 1/2コ 

. 1つ 

’大さじ2巧 
. か巧 


材将（細約卜3巧が 

米 . 1/2カップ 

ぎつまいを . 10 Oe 

垣 . ，公り 


いをガゆ 


. 巧口方 _ ) 

の^はなつてザ J しじ上げお) 3 Cb ^ おいておきます。 

這)フライ/ 1 ンIこ/ V9 —をとなし、玉打ぎをしれ/なウするまで炒め、 
①を班えてすぎ透るまで妙めます。 

曾◎を巧なぺじ入打、化2 %力、ジブ W95ml) とくだいた固おスー 
ブの巧を入むてよ < 巧き若ぜてウろ/ \ムとブI」ンビースをの 
せて、 fe 米ヴら1 キーで巧をます。 

@涅いた卵1こ巧チースを混ぜ合むせ、のさ上ヴつた◎じ流し込み 
ふ巧をして、約2ろ商むらし巧を、屋<混ぜ含のせ、盗 • こし 
ぶラで味を巧充ます。 












































ガイド 


£ S 致まおの 



巧巧（巧巧招3〜4巧ろ) 


ごはん . . 

じんじか(はん功り） I 

>•1朗 g 

卵 . 

だし汁 . 

. 1=1 

2カップ (360 ml ) 

ましいたけ（ぶ） 

百3脂 

S . 

さじ2/が?; 

ゆでたけのこ（ぶ ） J 


巧□しぶうゆ 

……かさじ1/2な 

みつば (2 anffi じ功る ）1 

①0 J 

fs 恩宜 




00方 


①ごはんは巧つてヴんにあげて化をよ < 巧つてヴ£>巧なベじ入 
れます C 

©©にだし汁•巧 • g □しよラゆを入れ、よ <。まおぜて々る、 
じんじん-をしいたけ-ゆでたけのこぞのせて たはんな ら 1キ 
—で巧ぎます。 

@巧をあヴつ巧ろおいで gs を巧し入〇、みつばをのせて xsi 巧を 
し、闲2ろ商巧らします0 

@巧<爱ぜ合むせ、巧に巧り、ちみのりをが5します。 


五目とりめし 



が科炼削2〜3巧ろ） 

米 . 1力、ジブ 

奇肉(そぎ切ウ) . 25巨 

ごぼう(さちヴき) . lOg 

干ししいたけ(もどして 

はん巧り） . か1巧ろ 

巧掛ブ(巧3で巧巧きをして 
せん巧り） . 1/4巧ろ 


じわじん(せ/!;巧 0). 巧居 

みつば C 2抑に切る) . 1惦 


L 巧賴」 

涅 . 大さじ2/3 

しぶラゆ . 乂まじ2/3 

盧 . か々 


广巧〇方 _ ) 

①おは巧って巧なぺじ入れ、ひたひだの化をな]えて3な9•おいてお 
ぎます。 

貧①じ巧巧お、しいたけのをどしザを如え、白米の目盛1までが 
をな]えてよ < ちぜちのせます。 

魯留じみつば!^みの具をのせ、 f 巧を/を米 I キーを1回巧しての 
をします0 

@议ぎおヴつなを、みつばをのせふ巧をし、10ろほどおぎ、をホ 
をふんむ。と涅ぜを； D だます0 


卜 7 h とツナの雑炊 


干しむ寒えびとこんぶののさ込みを米ごはん 



巧料（巧巧の3〜4林ろ） 

ごはん . 1放 S 

ツナ . ル1击(:朗巨） 

h 7 h ? J (お . 1508 

ブ U —ンアスラヴス……2本 


7ツシ山トム . の g 

因型スープ . 1/2因 

苗.こしよク . か々 

バジル . /ぶ々 


作0方 _ ) 

①ごはんは巧ってプルに友げ、化をぶ<巧ってなを巧なベじ入れ 
ます。 

マ!■'のが巧はの1饰巧に切〇、節り巧をかしとつておきま 
す。 

廷ブ U — ンアス/ T ラヴスはお汚の反をむきはヴまをとつて巧2 
抓 民さじ巧〇ます0 

@マッシュルームはうす巧りにします0 

©①じ氷:1カッフ (270 mD と < だいた固を!スーブを入; n てよ< 
巧き涅ぜてウら、巧を巧っだツナ、©、這)、®をのだて r ごはん巧ら1 
キーで 巧ちます0 

@巧き上ヴったら涅、こしよラで巧をととのえ、巧に盧って節り 
用の^-7^-をのだ/ X ジルを丹けます。 



巧料（細の2〜3巧ろ) 


玄米 . 1カップ 

干しむきえび .10 s 

こ / u ぶ(ミつとなつて 
巧な <のる） . 4饥ろ 


\mm I 

涅 . か巧 

しよラゆ . ルさじ1弱 

酒 . 大さじ2/3 


( T 作0方 _ ) 

①モしむきえびはちつと巧い、めるま巧じつけてをどし、足を取 
0ます。をどし汁はとつておぎます。 

©を米は巧つて巧なベに入。、えびのをどし汁と巧ほがを加え、 
な米の目巧1までがをな)えてよく涅ぜろむせます。 

◎©じ干しむぎえびとこか>3;をのだ、度/を米 I キーを2回巧 
して汉巧します0 

@巧さおヴつたらそのまま10^ほど右ち、をな:を/ふんむ0と涅だ 
台むせます0 
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• 下招のな巧をしてをなお不具台の巧合 
♦本がじ化や米ガ入つてしまつた巧を 
4- 

お貢い上げの巧巧ちじこ巧投<ださい。 


mm 


このぶラな 
場さ 


J 1_の0がになる 
巧をあ巧0の時间巧ち<巧なる 
咸さこぼれる 




八なをしなし、で<ださし、。麼理巧術音がかの人はろ礙し 
だ0、修理をしないで<ださい。修理じ不话ヴあると 
発义したり、異な動巧してヴガをすることヴあります。 
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17 

8 

5 


g プラスチック里寅の一巧じ筑巧及びち巧の面巧ヴ見える巧さヴあ〇ますヴ、こ〇はウエんドライン及ぴフ □— 
7— 9(描指巧を時じをまする巧巧及ぴ巧巧の邸)で' ご使巧上の品巧に安！巧はございません。 


保証 


ビスについて 


沒な曲なな？と思ったらます *■» 坦ヴなでと思つたら J (上拓)をご*じな0、お资ぺぐだちい。 

それでを不具合の巧をは、下纪に呈ブき、お頁し、上げの巧ち店じご巧がくだちし、。 

1保証«の内宮のご淀巧となをのお願い 

保证あま、巧就ちじて前ち巧頂を記入して巧ちしし巧しますので、「故巧岳巧およびお黄い上げ日 J をご履窥 
の上、巧容をぶ<おおみごな0、大切 I こ保巧して<ださし、。 

e 巧な斯间はお男い上げの曰なら一年間です。（消耗取品は除きます。） 

巧陆宙の担お巧客に g づき、巧贾い上けの巧巧占け居理いたします。<0し<はお lES をご巧<ださい。 

3條理を巧預されるとき 

[■凑 S ' 巧なを]……おそれいウますヴ、巧品に巧卽 g ぞ策えて、お買い上げのお売店じご巧を<ださい。 

保化巧巧を I ……ます、お置い上げの巧巧恩こご相强<ださい。接理じよつてな度ヴ巧持できる坦含は、 
ちぎている ご要望 C ぶウ有巧塚理いたします。ご巧巧の段、巧のことをお知らせ<どちし、。 

-1 ①巧岳奋眞里蛋這)吳拓のげ巧(できるだけくむしく） 

4当なはこの7イコンお乃ゆ筑の補孩用性能部品（この裝品の描能を谋持するためじ脚要な部品） 
巧ま産巧ち切口を6年間巧有しています。 

已その化が品に関寸るお巧合せ.ご巧巧がございましたら、お頁上げの廉売店、または r 速給 
先」に記巧のタイガーの巧巧 y のま巧、営業所（裏を巧韋照）へご連おください。 

本 S に記巧①窟面、仕樣おぶび巧届は性能向上のためじ、一班モ芭な<変更することヴあウます。 ■ 



因すぎる-シンヴある 
至らなすぎる 
巧けていななつた 


IKHSm^D 圓圓 E» 

MMmmwanmmmmmimummM 

I 圖圓 ■■■■namncHH 


本体 

固<しぼつた 
巧で、巧： n 巧 
みまと0ます。 


么 g 告 


巧なぺ 


化につけた0、7大をなけた0 
しなし VC< ださし、。シヨー h‘ 
庙巧①おそむヴ巧ウます。 


至ろ々いスポンジで巧ったを' 化るを 
ふまとります。 

•巧なぺ(こ資お话などを 
入打て巧〇ないで < だちし 



おお . t ンターセンサー !みた•巧 

来の などの 兵物ガあむば取り除さます。 惠ら方いスポ 

• 取れに<ぃ坦さは、巧巧のサンドべ一/ 1- 规邸程扱で 岛 et りが, 
巧<こす0、团<しぼつた巧でみまとつて<だちい。 


!みた•巧巧ぶだ•おたま 

I塞ら。いスポンジで巧つ巧を、化ろを 


たンターセンサー 



り 9 







停窜ガあつたとき 


こんな時房®じなつたら ’ . ：よ，巧 CT さ■さむると’ V. な ''''..'—';; ''か'-':-:.:女-’::. 

タイ7—12、ジ h •み タイ7—セツ h' 巧おなさむぎす。 

胃中(巧なぺ①温度け 5crc ま活①とぎ）巧預な、ント巧招除ミ。ます0 

巧を中(巧なぺの温度ヴ班でな上のとき） r 〔お米。幻ランブガな打し、おヴゆ①巧旗を閱をします。 
* 白米、玄米の巧を中でち、お巧め议宙Iこ巧0坦打〇ま守ので、こま]反< ださい。 


桑や貝の ■. 

^$88?をまちヴえた 
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